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電
車
通
勤
の
途

中
、
ラ
ジ
オ
を
聞

く
こ
と
が
多
い
。

先
日
、「
ス
マ
イ

ル
」
が
対
訳
付
き

で
紹
介
さ
れ
る
の

を
聞
い
た
。
そ
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
も
歌
詞
も
現
在
の

殺
伐
と
し
た
世
相
へ
の
癒
や
し

の
よ
う
に
聞
こ
え
た
▼
「
ス
マ

イ
ル
」
は
１
９
３
６
年
作
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の

映
画
「
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
」

の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
で
流
れ
る

曲
で
あ
る
。
映
画
は
資
本
主
義

社
会
と
機
械
文
明
の
中
で
労
働

者
が
個
人
の
尊
厳
を
失
い
、
機

械
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
る
様

を
風
刺
し
た
作
品
。
全
編
を
見

た
こ
と
が
な
く
て
も
、
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
が
歯
車
に
巻
き
込
ま
れ

る
シ
ー
ン
に
見
覚
え
が
あ
る
方

は
多
い
だ
ろ
う
▼「
ス
マ
イ
ル
」

の
作
曲
は
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
自
身

で
、
映
画
公
開
時
は
演
奏
曲
だ

っ
た
が
、
１
９
５
４
年
に
歌
詞

が
つ
け
ら
れ
ナ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
・

コ
ー
ル
の
歌
で
ヒ
ッ
ト
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
娘
の
ナ
タ
リ
ー
・

コ
ー
ル
を
は
じ
め
、
多
く
の
歌

手
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
の

世
代
だ
と
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
の
歌
唱
で
知
っ
た
人
も
多

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
日

本
で
は
２
０
０
２
年
に
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
主
題
歌
に
使
わ
れ
た

エ
ル
ビ
ス
・
コ
ス
テ
ロ
版
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
▼
歌
詞
の
内

容
は
、「
辛
く
て
も
苦
し
く
て

も
き
っ
と
明
日
は
見
え
て
く

る
。君
が
笑
顔
で
さ
え
い
れ
ば
」

と
、
笑
顔
で
い
れ
ば
明
る
い
明

日
が
常
に
あ
る
、
人
生
ま
だ
捨

て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
元
気
づ

け
て
い
る
。
明
る
い
話
題
の
少

な
い
昨
今
、
落
ち
込
ん
だ
り
、

憤
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
で
も
、
笑
顔
で
前
向
き

に
毎
日
を
送
っ
て
い
き
た
い
。

（
Ｙ
Ｔ
）

園田栄太郎
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〝
見
直
し
〟は
撤
回
を

高
額
療
養
費
上
限
額

背
景
に
あ
る
の
は

「
生
き
づ
ら
さ
」

若
者
の
市
販
薬
乱
用

地域医療学習会地域医療学習会

命
綱
う
ば
う
施
策
は
撤
回
を

２
・
２０
国
会
行
動

　

２
月
２０
日
、
協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
。
二
村
副
理
事
長
・
藤
田
理
事
・

小
柳
評
議
員
が
出
席
し
、
各
懇
談
で
要
請
を
行
っ
た
。
議
員
要
請
の
内
容
は

①
従
来
の
健
康
保
険
証
の
発
行
継
続
、
②
高
額
療
養
費
の
上
限
額
引
き
上
げ

の
撤
回
、
③
長
期
収
載
品
の
差
額
徴
収
の
凍
結
―
の
３
点
。

に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代
の
女

性
が
が
ん
に
な
っ
た
場
合
を
例

に
説
明
。
自
己
負
担
額
増
加
に

よ
り
家
計
が
圧
迫
さ
れ
、
子
ど

も
の
進
学
へ
も
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
示
唆
す
る
と
、
太
議

員
は
「
子
ど
も
の
将
来
に
も
直

結
し
ま
す
よ
ね
」
と
頷
き
、
現

役
世
代
の
地
元
住
民
か
ら
も
こ

の
件
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し

た
。
さ
ら
に
協
会
か
ら
「
多
数

回
」
に
該
当
す
る
患
者
に
関
し

て
は
上
限
額
が
据
え
置
か
れ
る

こ
と
に
対
し
、
多
数
回
に
該
当

し
な
い
患
者
に
も
適
用
さ
れ
る

よ
う
求
め
、
議
員
側
か
ら
は
制

度
見
直
し
の
影
響
の
大
き
さ
に

懸
念
が
示
さ
れ
た
。

保
険
証〝
復
活
〟法
案　

速
や
か
な
審
議
を

笠
浩
史
議
員

　

党
の
国
会
対
策
委
員
長
で
あ

る
笠
議
員
（
衆
・
立
憲
）
と
の

懇
談
で
は
、
１
月
に
党
が
提
出

し
た
〝
保
険
証
復
活
〟
法
案
の

動
向
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
笠

議
員
は
、
現
時
点
で
は
来
年
度

予
算
案
の
審
議
が
優
先
さ
れ
て

お
り
、
党
と
し
て
は
速
や
か
な

審
議
を
求
め
て
は
い
る
も
の

の
、
４
月
以
降
の
動
き
と
な
る

見
込
み
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

ま
た
二
村
副
理
事
長
は
高
額

療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
関

し
、
削
減
額
に
国
民
の
受
診
控

え
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
非

常
に
問
題
だ
と
し
、
加
え
て
制

度
見
直
し
案
の
〝
一
部
修
正
〟

で
は
な
く
〝
撤
回
〟
を
求
め
、

議
員
か
ら
は
理
解
が
示
さ
れ
た
。

差
別
助
長
す
る
発
言

は
問
題福

島
み
ず
ほ
議
員

　

福
島
議
員
（
参
・
社
民
）
は
、

高
額
療
養
費
の
「
見
直
し
」
に

よ
る
患
者
の
受
診
控
え
に
懸
念

を
示
し
た
ほ
か
、関
連
し
て「
外

国
人
が
短
期
間
の
滞
在
で
多
額

の
高
額
療
養
費
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
は
問
題
」
と
の
野
党
議

員
の
発
言
に
対
し
て
「
事
実
関

係
の
検
証
は
な
さ
れ
た
の
か
」

と
疑
問
を
呈
し
、「
差
別
を
助

長
す
る
発
言
だ
」
と
問
題
視
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
西
健
治
議
員

秘
書
（
衆
・
自
民
）、
中
谷
一

馬
議
員
秘
書
（
衆
・
立
憲
）
と

懇
談
し
た
。

  

協
会
は
３
月
６
日
、
田
辺
理

事
長
・
二
村
医
療
運
動
部
会
長

の
連
名
で
「
患
者
の
命
綱
を
奪

う　

『
高
額
療
養
費
制
度
上
限

額
引
き
上
げ
』
は
撤
回
を
」
と

す
る
談
話
を
発
表
（
４
面
）
。

談
話
で
は
、▽
「
多
数
回
該
当
」

は
制
度
利
用
者
の
２
割
に
過
ぎ

ず
、
残
り
８
割
（
６
４
０
万
人
）

に
は
大
幅
な
負
担
増
、
▽
制
度

見
直
し
は
闘
病
を
続
け
る
患
者

か
ら
命
綱
を
取
り
上
げ
、
治
療

の
断
念
を
迫
る
も
の
―
と
批

判
。
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
は

憲
法
１３
条
（
個
人
の
尊
厳
）、

同
１４
条
（
平
等
原
則
）、
同
２５

条
（
生
存
権
）
を
根
拠
条
文
と

し
、
基
本
的
人
権
と
し
て
保
障

さ
れ
る
べ
き
と
し
、
患
者
の
深

刻
な
治
療
中
断
・
受
診
控
え
を

引
き
起
こ
す
同
制
度
の
上
限
額

引
き
上
げ
の
撤
回
を
求
め
た
。

な
お
、
石
破
首
相
は
７
日
、
今

年
８
月
か
ら
の
自
己
負
担
額
引

き
上
げ
を
見
送
る
と
表
明
し

た
。

常
生
活
に
適
合
し
て
い
る
よ
う

に
見
せ
る
た
め
に
Ｏ
Ｄ
を
行
っ

て
い
る
と
解
説
し
た
。

　

現
に
、
１０
年
前
の
薬
物
乱
用

の
患
者
像
は
「
１０
代
・
男
性
・

非
行
歴
犯
罪
歴
あ
り
」
だ
っ
た

が
、
現
在
は
「
１０
代
・
女
性
・

精
神
疾
患
に
罹
患
」
へ
変
化
し

て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
ス
ト

レ
ス
・
ト
ラ
ウ
マ
・
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、

発
達
障
害
な
ど
心
理
的
な
痛
み

と
い
っ
た
「
生
き
づ
ら
さ
」
を

抱
え
て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
は
不
快
感

情
の
軽
減
を
目
的
に
行
わ
れ
て

お
り
、
長
期
的
に
は
自
殺
へ
発

展
す
る
危
険
因
子
だ
が
、
短
期

的
に
は
精
神
を
守
る
保
護
因
子

に
な
る
と
い
う
二
面
性
が
あ
る

と
解
説
。
そ
れ
を
理
解
し
、
変

化
を
急
が
ず
援
助
す
る
こ
と
が

肝
要
と
説
い
た
。

市
販
薬
は

安
全
な
の
か
？

　

ま
た
、
氏
は
国
の
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
も
言

及
。
医
療
費
の
逼
迫
を
背
景
に

市
販
薬
の
使
用
や
医
療
用
医
薬

品
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
推
進
が
議
論

さ
れ
て
い
る
が
、
市
販
薬
に
使

用
さ
れ
て
い
る
の
は
医
療
現
場

で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
古
い

成
分
も
あ
る
こ
と
、
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
は
医
療
用
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
成
分
が
加
え
ら
れ

上
市
さ
れ
る
こ
と
や
、
薬
理
作

用
が
違
法
薬
物
に
類
似
す
る
デ

キ
ス
ト
ロ
メ
ト
ル
フ
ァ
ン
含
有

薬
の
乱
用
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
を
機
に

有
意
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
触
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
２
類
・
３
類
医
薬

品
を
販
売
す
る
登
録
販
売
者
の

受
験
資
格
が
２
０
１
５
年
よ
り

販
売
実
務
経
験
不
問
、
学
歴
不

問
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
言

及
。
最
年
少
は
９
歳
で
資
格
を

取
得
し
て
い
る
が
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
旗
頭

に
は
な
り
得
な
い
と
指
摘
し
、

こ
れ
ら
が
国
民
の
健
康
に
寄
与

す
る
施
策
な
の
か
と
疑
問
視
し

た
。必

要
な
の
は

大
人
の
変
化

　

最
後
に
、
氏
は
薬
剤
に
善
悪

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
使
用
法

に
善
悪
が
あ
る
と
主
張
。
使
用

法
が
適
切
で
な
い
場
合
、
多
く

は
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
た

め
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
的
視

点
を
持
っ
て
啓
発
す
べ
き
と
力

説
し
た
。
ま
た
、
学
校
に
お
け

る
自
殺
防
止
教
育
に
つ
い
て
、

１５
年
よ
り
文
科
省
の
肝
煎
り
で

道
徳
教
育
か
ら
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出

し
方
」
教
育
に
シ
フ
ト
し
た
も

の
の
、
そ
の
後
の
方
が
若
者
の

自
殺
が
増
え
て
お
り
、
大
人
の

方
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
ら
れ

て
い
な
い
と
指
摘
。
市
販
薬
の

問
題
と
向
き
合
う
に
は
、
大
人

が
変
わ
る
必
要
が
あ
る
と
強
調

し
て
講
演
を
締
め
括
っ
た
。

◇
当
日
の
模
様
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
会
員
ペ
ー
ジ
」

に
て
公
開
中
。

　

地
域
医
療
対
策
部
は
２
月
１４

日
、「
若
年
者
の
市
販
薬
、
お

よ
び
カ
フ
ェ
イ
ン
乱
用
の
理
解

と
対
応
」
と
題
し
て
地
域
医
療

学
習
会
を
協
会
会
議
室
及
び
Ｗ

Ｅ
Ｂ
配
信
で
開
催
。
国
立
研
究

開
発
法
人

国
立
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健

研
究
所
薬
物
依
存
研
究
部
部
長

の
松
本
俊
彦
氏
が
講
師
を
務

め
、
９９
名
が
参
加
し
た
。

　

氏
は
冒
頭
、
１０
代
に
お
け
る

薬
物
乱
用
は
こ
の
１０
年
で
急
増

し
て
い
る
一
方
、
違
法
薬
物
の

乱
用
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

提
示
。
覚
醒
剤
は
戦
後
か
ら
一

貫
し
て
メ
イ
ン
の
薬
物
で
は
あ

る
も
の
の
、
１０
年
前
に
席
巻
し

た
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
替
わ
り
、

現
在
は
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系

の
処
方
薬
や
、
市
販
薬
の
オ
ー

バ
ー
ド
ー
ズ
（
Ｏ
Ｄ
）
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
一

方
で
、
市
販
薬
の
乱
用
は
単
な

る
危
険
ド
ラ
ッ
グ
乱
用
の
代
替

で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。

変
化
す
る「
薬
物

乱
用
す
る
若
者
」像

　

松
本
氏
は
市
販
薬
に
含
ま
れ

る
成
分
や
市
販
薬
乱
用
の
実
態

を
詳
説
。

　

現
在
流
通
し
て
い
る
市
販
薬

に
は
覚
醒
剤
原
料
と
な
る
コ
デ

イ
ン
や
メ
チ
ル
エ
フ
ェ
ド
リ

ン
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締

法
の
規
制
対
象
で
あ
る
ジ
ヒ
ド

ロ
コ
デ
イ
ン
リ
ン
酸
塩
と
い
っ

た
オ
ピ
オ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
お

り
、
▽
乱
用
す
れ
ば
身
体
依
存

形
成
に
よ
り
断
薬
は
困
難
、
▽

そ
の
た
め
、
離
脱
症
状
か
ら
解

放
さ
れ
る
た
め
に
Ｏ
Ｄ
を
繰
り

返
す
状
況
に
あ
る
―
と
指
摘
。

か
つ
て
若
者
の
間
で
薬
物
乱
用

は
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
的

に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
現
代
の

若
者
は
離
脱
症
状
か
ら
逃
れ
日

講師の松本氏

高
額
療
養
費
制
度
の

見
直
し
地
元
か
ら
も

不
安
の
声太

栄
志
議
員

　

太
議
員
（
衆
・
立
憲
）
と
の

懇
談
で
は
、
高
額
療
養
費
制
度

の
見
直
し
を
中
心
に
要
請
が
行

わ
れ
た
。
小
柳
評
議
員
か
ら
は

現
役
世
代
へ
の
直
接
的
な
影
響

太議員 笠議員 福島議員

▲中西議員秘書との懇談の様子、▲

中谷議員秘書との懇談の様子

2面

3面

5面

市民公開学習会
甲状腺がん多発の福島県民調査結果

〈寄稿〉3.11を忘れない
　　　　　　岩手県・東山 敬貴先生

〈もしもし税対経営部〉
今一度確認しよう　年次有給休暇

今号のピックアップ
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医
療
技
術
の
進
歩
は
目
覚

ま
し
く
、
我
々
医
療
者
は
常

に
最
新
の
医
療
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
神
奈
川
県
保
険
医
協

会
で
は
多
忙
な
会
員
に
対

し
、
日
々
の
診
療
に
資
す
る

最
新
の
知
識
や
研
究
、
技
術

な
ど
の
医
療
情
報
を
提
供

し
、
臨
床
の
実
践
力
を
高
め

る
〝
自
己
研
鑽
〟
を
支
援
す

べ
く
、
広
範
な
研
究
会
を
企

画
・
開
催
。
そ
の
回
数
は
年

間
５０
回
を
超
え
、
月
例
研
究

会
、
臨
床
懇
話
会
（
と
も
に

医
科
）
お
よ
び
歯
科
臨
床
研

究
会
は
毎
月
開
催
を
原
則
と

し
、
多
く
の
会
員
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
科
・
歯
科
相
互

乗
入
れ
で
き
る
研
究
会
も
多

く
、
例
え
ば
歯
科
会
員
（
医

療
機
関
ス
タ
ッ
フ
含
む
）
が

医
科
の
研
究
会
に
参
加
す
る

こ
と
も
可
能
。
診
療
科
を
問

わ
ず
、
関
心
あ
る
分
野
の
専

門
的
知
識
を
深
め
る
の
に
一

役
買
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
歯
科
で
は
歯
科

初
診
料
や
口
腔
管
理
体
制
強

化
加
算
（
口
管
強
）
、
在
宅

療
養
支
援
歯
科
診
療
所
（
歯

援
診
）
な
ど
の
施
設
基
準
に

対
応
し
た
研
修
会
を
不
定
期

な
が
ら
開
催
し
、
歯
科
医
院

経
営
を
支
え
る
。

　

研
究
会
は
通
常
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
利
用
し
た
会

場
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
開
催
の
た

め
、
気
軽
に
申
込
・
参
加
で

き
る
の
も
強
み
だ
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ

な
ら
診
療
所
か
ら
参
加
で
き

る
の
で
、
診
療
が
長
引
い
て

機
を
逸
す
る
こ
と
も
少
な
く

な
っ
た
。
現
在
は
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
す
る
研
究
会
も
増

え
、
当
日
参
加
で
き
な
く
て

も
後
日
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
視
聴
で
き
る
。

　

一
方
、
直
接
講
師
と
対
面

し
な
が
ら
聴
講
し
た
い
会
員

の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
。
講

師
に
直
接
質
問
・
意
見
交
換

す
る
こ
と
が
良
い
刺
激
と
な

り
、
診
療
に
活
か
す
き
っ
か

け
に
つ
な
げ
る
会
員
も
多
い
。

　

会
員
以
外
に
も
門
戸
を
広

げ
る
研
究
会
も
好
評
だ
。
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
向
け
の
企
画
で

は
、
例
え
ば
歯
科
衛
生
士
セ

ミ
ナ
ー
は
少
人
数
制
で
レ
ク

チ
ャ
ー
と
実
習
を
交
え
つ

つ
、
参
加
者
の
技
術
向
上
を

目
指
す
。
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
は
神
奈
川
糖
尿
病
療
養

指
導
士
（
Ｋ
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
認

定
・
更
新
の
た
め
の
研
修
会

に
位
置
づ
け
、
糖
尿
病
治
療

に
携
わ
る
職
員
の
知
識
・
技

術
の
向
上
を
後
押
し
す
る
。

ま
た
、
市
民
公
開
講
座
は
認

知
症
予
防
な
ど
身
近
な
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
平
易
な
言
葉

に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
情
報

提
供
が
喜
ば
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
会
員
本
人
も
参
加

可
能
だ
。

　

我
々
は
そ
の
時
々
の
情
勢

を
見
極
め
つ
つ
、
研
究
会
の

テ
ー
マ
を
検
討
し
て
い
る
。

同
時
に
会
員
の
ニ
ー
ズ
も
随

時
汲
み
取
り
、
具
体
化
に
努

め
て
い
る
の
で
、
各
研
究
会

の
後
に
は
ぜ
ひ
積
極
的
に
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ

き
た
い
。
我
々
は
今
後
も
会

員
の
目
線
に
立
ち
、
会
員
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
研

究
会
を
企
画
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

会
員
目
線
で
企
画

〝
自
己
研
鑽
〟
支
え
る
研
究
会

第
３１
期
第
２９
回
理
事
会
　
２
月
１３
日
（
木
）

〈
役
員
３０
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１０
名
）〉

か
。
高
額
療
養
費
に
関
す
る

情
勢
報
告
、
政
府
の
推
進
す

る
医
療
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
に
対
し

低
調
な
電
子
処
方
箋
導
入
率

な
ど
を
ど
う
捉
え
る
か
を
議

論
し
た
。

　

ま
た
、
患
者
の
受
療
権
を

【
議
長
報
告
】

　

立
憲
民
主
党
か
ら
「
健
康

保
険
証
復
活
法
案
」
が
出
さ

れ
た
。
少
数
与
党
を
好
機
に
、

い
か
に
従
来
の
保
険
証
存
続

（
復
活
）
の
世
論
を
形
成
し

国
会
議
員
に
働
き
か
け
る

　研究部は2月11日、「糖尿病治療アップデート」をテーマに第41回糖

尿病セミナーをWEB開催。医師、歯科医師、看護師、薬剤師など118名

が参加した。

　当日は前半、後半で2講演行われ、前半は北里大学医学部糖尿病・内

分泌代謝内科学の主任教授である宮塚健氏が「経口血糖降下薬UPDATE-

Additional Benefitsを見据えて-」をテーマに解説。糖尿病のサブタ

イプは、インスリン分泌不全やインスリン抵抗性の程度により分類され、

さらにサブタイプの違いにより合併症のリスクも異なる点を強調。糖尿病の「個性」に応じた薬剤選択の

必要性を説いた。

　後半は、東京慈恵会医科大学糖尿病・代謝・内分泌内科の主任教授である西村理明氏が、「大きな変貌を

遂げようとしているインスリン治療戦略」をテーマに解説。近年、血糖自己測定器の開発・進化により、

患者・家族による血糖管理が簡易になった点やその重要性

を強調。また新たなインスリンアナログ製剤となるイコデ

ク（週1回投与）の作用・有効性なども紹介した。

宮塚氏（左）と西村氏（右）

第41回糖尿病セミナー第41回糖尿病セミナー

「個性」に応じ、薬剤選択を「個性」に応じ、薬剤選択を

　

そ
の
３
年
後
の
１９
年
６
月
に

突
如
、
素
案
を
一
度
も
議
論
し

て
い
な
い
方
法
で
の
解
析
結
果

を
基
に
し
た
「
２
巡
目
の
報
告

書
」
が
甲
状
腺
検
査
評
価
部
会

に
登
場
。
新
た
な
解
析
方
法
で

は
線
量
と
発
見
率
に
差
が
生
じ

な
か
っ
た
と
し
て
「
甲
状
腺
が

ん
と
放
射
線
被
ば
く
の
関
連
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
部
会
長
一

任
で
結
論
づ
け
、
親
会
の
検
討

委
員
会
へ
提
出
と
な
っ
た
。

１９
年
７
月
の
検
討
委
員
会
は

議
論
が
紛
糾
。
「
素
晴
ら
し
い

報
告
書
」
と
の
声
が
あ
る
一
方
、

研
究
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
場
合

は
検
討
委
員
会
に
諮
る
必
要
性

や
、
原
発
に
よ
る
影
響
が
な
い

と
の
断
定
は
早
急
と
し
両
論
併

記
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
た
。

そ
こ
で
委
員
ら
は
意
見
を
メ
ー

ル
で
送
る
こ
と
、
座
長
は
意
見

を
集
約
し
反
映
す
る
こ
と
で
落

着
。
し
か
し
、
最
終
的
な
報
告

書
は
原
案
の
ま
ま
公
開
さ
れ
た
。

　

白
石
氏
は
情
報
開
示
請
求
で

委
員
の
提
出
意
見
を
入
手
。
疑

問
を
呈
す
る
意
見
が
ほ
と
ん
ど

で
、
特
に
福
島
大
学
行
政
政
策

学
類
教
授
（
当
時
）
の
富
田
哲

氏
は
明
確
に
反
対
し
て
い
た
こ

と
、
新
た
な
解
析
方
法
を
採
用

し
た
根
拠
の
提
示
を
求
め
て
い

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
他
、
▽
１６
年
か
ら
市
町

村
別
の
が
ん
の
人
数
を
非
公
表

異
論
噴
出
な
の
に
原
案
の
ま
ま
公
開

甲
状
腺
が
ん
多
発
の
福
島
県
民
調
査
結
果

　

学
習
会
前
半
は
「
『
歪
め
ら

れ
た
』
報
告
書
～
被
ば
く
影
響

を
封
じ
込
め
る
現
場
か
ら
」
と

題
し
、
Ｏ
ｕ
ｒ
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ

‐
Ｔ
Ｖ
代
表
理
事
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
白
石
草
氏
が
講
演
し

た
。

　

小
児
甲
状
腺
が
ん
は
１５
歳
以

下
で
１
０
０
万
人
に
１
～
２
人

程
度
の
発
生
率
で
、
原
発
推
進

の
国
際
機
関
す
ら
原
発
事
故
と

の
因
果
関
係
を
認
め
る
唯
一
の

病
気
。
福
島
県
で
も
県
民
健
康

調
査
の
一
環
と
し
て
２
０
１
１

年
１０
月
か
ら
甲
状
腺
検
査
が
開

始
さ
れ
た
。
対
象
は
原
発
事
故

当
時
１８
歳
以
下
だ
っ
た
福
島
県

民
３８
万
人
で
、
２０
歳
以
下
に
は

２
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

白
石
氏
は
、
県
民
健
康
調
査

の
目
的
は
「
県
民
の
不
安
を
早

期
に
解
消
す
る
こ
と
」
だ
っ
た

と
紹
介
。
こ
の
文
言
は
県
民
が

反
発
し
削
除
さ
れ
た
も
の
の
、

既
に
「
不
安
を
抱
え
た
県
民
を

診
る
こ
と
」
か
ら
や
や
離
れ
て

い
た
と
指
摘
。
毎
日
新
聞
が
暴

い
た
、
事
前
に
見
解
を
す
り
合

わ
せ
る
「
県
民
健
康
調
査
」
検

討
委
員
会
の
準
備
会
の
存
在
な

ば
く
線
量
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
よ
り
は
る
か
に
少
な

い
〟
等
と
し
、「
今
回
の
甲
状
腺

が
ん
の
発
見
件
数
が
被
ば
く
の

影
響
と
は
考
え
に
く
い
」
と
評

価
。
な
お
白
石
氏
は
、
事
故
時
の
被

ば
く
線
量
の
多
寡
は
意
見
の
一

致
を
見
て
い
な
い
と
付
言
し
た
。

　

続
い
て
、
１４
～
１５
年
の
本
格

検
査
（
２
巡
目
）
で
も
が
ん
症

例
数
は
７１
件
と
高
水
準
で
、
福

島
県
内
の
地
域
別
発
見
割
合
は

避
難
区
域
等
１３
市
町
村＞

中

通
り＞

浜
通
り＞

会
津
と
事

故
直
後
の
空
間
放
射
線
量
と
同

傾
向
だ
っ
た
。
し
か
し
甲
状
腺

検
査
評
価
部
会
長
の
鈴
木
元
氏

が
「
交
絡
因
子
の
調
整
に
課
題

が
あ
る
」
と
し
て
解
析
を
中
止
。

以
降
は
過
剰
診
断
、
学
校
で
の

集
団
検
診
を
見
直
す
べ
き
と
い

う
検
査
縮
小
の
論
議
へ
移
っ
た
。

ど
に
も
触
れ
た
。

新
結
果
が
突
如
浮
上

　

小
児
甲
状
腺
が
ん
の
１１
～
１２

年
の
先
行
調
査
（
１
巡
目
）
の

結
果
は
穿
刺
吸
引
細
胞
診
実
施

数
が
５
４
７
件
、
手
術
例
数
は

１
１
６
例
。
こ
れ
は
全
国
推
計

値
の
約
６１
倍
と
し
た
上
で
、
過

剰
発
生
か
過
剰
診
断
か
の
い
ず

れ
か
で
あ
り
、
早
期
診
断
に
よ

る
上
乗
せ
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

効
果
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と

甲
状
腺
検
査
評
価
部
会
委
員
で

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
津

金
昌
一
郎
氏
は
考
察
し
て
い
た
。

　

し
か
し
上
部
組
織
の
「
県
民

健
康
調
査
」
検
討
委
員
会
は
〝
被

子
部
会
に
よ
る
勝
手
な

研
究
デ
ザ
イ
ン
変
更
に

疑
問

　

学
習
会
後
半
は
「
元
検
討
委

員
と
し
て
、
検
討
委
員
会
の
問

題
を
考
え
る
」
を
福
島
県
「
県

民
健
康
調
査
」
検
討
委
員
会
元

委
員
の
成
井
香
苗
氏
が
講
演
。

講師の白石氏

講師の成井氏

市民公開学習会

　

成
井
氏
は
、
甲
状
腺
が
ん
の

多
発
か
過
剰
診
断
か
を
曖
昧
に

し
た
ま
ま
、
学
校
検
査
の
弊
害

と
し
た
、
▽
経
過
観
察
と
な
っ

た
患
者
は
県
の
集
計
か
ら
漏
れ

て
い
る
―
等
と
指
摘
し
た
。

等
を
論
議
す
る
委
員
会
運
営
を

問
題
視
。
検
査
の
地
域
別
発
見

率
の
多
寡
は
生
活
者
の
実
感
と

合
致
し
、
新
た
な
解
析
方
法
の

推
計
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い

と
主
張
し
た
が
、
納
得
で
き
る

回
答
が
な
く
総
括
さ
れ
た
と
し

た
。
ま
た
、
本
格
調
査
の
結
果

報
告
に
交
絡
因
子
の
調
整
を
求

め
た
も
の
の
１
年
以
上
待
た
さ

れ
、
研
究
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
は

一
切
聞
い
て
い
な
か
っ
た
と
発

言
。
子
部
会
に
よ
る
勝
手
な
デ

ザ
イ
ン
変
更
は
県
民
の
気
持
ち

を
置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
、

当
初
の
デ
ザ
イ
ン
で
結
論
を
出

す
こ
と
が
誠
実
さ
だ
と
語
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
２３
年
１１
月
に
重
富

秀
一
双
葉
厚
生
病
院
院
長
が
座

長
へ
就
任
し
た
こ
と
を
紹
介
。

昨
年
１１
月
の
検
討
委
員
会
で
検

査
中
止
を
主
張
す
る
委
員
に
重

富
座
長
は
「
原
発
事
故
に
遭
遇

し
た
県
民
の
心
を
考
え
れ
ば
、

こ
こ
で
中
止
と
い
う
選
択
肢
は

な
い
」
と
述
べ
た
と
し
、
今
後

に
期
待
を
寄
せ
た
。

＊
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
動

画
配
信
中
。

　

公
害
環
境
対
策
部
は
２
月
１
日
、
市
民
公
開
学
習
会
「『
歪
め
ら
れ
た
』

福
島
県
民
健
康
調
査
の
問
題
」
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
５３

名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
４４
名
）
が
参
加
し
た
。

奪
う
高
額
療
養
費
の
上
限
引

上
げ
に
関
連
し
て
、
保
団
連

代
議
員
会
で
の
発
言
か
ら
保

団
連
理
事
会
で
も
話
題
に
な

っ
た
「
医
療
費
の
窓
口
負
担

『
ゼ
ロ
の
会
』」
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
１
月
に
行
わ
れ
た

新
年
会
の
総
括
、
定
時
評
議

員
会
の
準
備
報
告
、
総
会
企

画
委
員
の
提
案
が
あ
り
、
前

半
期
の
活
動
の
ま
と
め
と
後

半
期
の
課
題
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。
財
政
部
か
ら
半
期

決
算
と
新
規
事
業
提
案
の

報
告
が
あ
り
、
担
当
各
部

か
ら
の
詳
細
説
明
の
上
、

承
認
さ
れ
た
。
郵
送
料
の

引
き
上
げ
な
ど
支
出
も
増

え
る
中
、
新
規
事
業
も
含

め
患
者
と
会
員
に
と
っ
て

必
要
な
事
業
は
着
実
に
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

合
理
化
も
含
め
、
今
後
の

協
会
活
動
の
運
営
を
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

（
議
長
・
二
村
○歯
）
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▶
（
上
か
ら
）谷
口
守
・
著『
生
き
物
か
ら
学
ぶ

ま
ち
づ
く
り~

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
都
市
の
生
活
習
慣
病
対
策~

』、

菊
池
由
貴
子
・
著
『
わ
た
し
は
「
ひ
と
り
新
聞
社
」~

岩
手
県
大
槌
町
で
生
き
、
考
え
、
伝
え
る~

』、
斎
藤
環
ほ
か
・
著
、

岩
波
書
店
編
集
部
・
編
『
３
・
１１
を
心
に
刻
ん
で
』

　

あ
の
時
、
灯
り
や
情
報
を
失

う
こ
と
で
、
手
の
届
く
世
界
の

小
さ
さ
に
気
付
き
、
不
安
を
覚

え
ま
し
た
。
３
・
１１
以
降
自
分

の
分
野
し
か
知
ら
な
い
自
分
が

嫌
に
な
り
、
色
々
な
本
を
漁
り

ま
し
た
。
原
発
事
故
関
連
の
書

籍
は
誰
よ
り
も
数
倍
所
蔵
し
て

い
ま
す
。

　

「
不
条
理
が
人
育
て
る
」
が

３
・
１１
の
効
果
で
あ
る
と
は
…

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｗ
杯
優

勝
、
大
谷
翔
平
や
菊
池
雄
星
、

小
林
陵
侑
ら
の
活
躍
も
３
・
１１

と
は
無
関
係
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

　

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
感
覚
を
正
常
に
保
ち
「
こ

と
ば
」
を
選
別
し
、
そ
の
「
こ

と
ば
」
を
よ
り
確
か
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
い
何

が
起
き
た
の
か
？
そ
れ
は
自
分

で
解
決
で
き
る
こ
と
か
？
自
分

の
行
動
で
次
の
世
代
へ
適
切
に

渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
私

達
は
、
何
か
が
き
っ
か
け
で
踊

ら
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
こ

と
ば
」
が
浮
遊
し
て
い
ま
す
。

３
・
１１
か
ら
は
〝
復
興
〟
と
い

う
「
こ
と
ば
」
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

復
興
庁
は
２
０
３
１
年
３
月

３１
日
に
廃
止
で
す
。
６
年
後
。

２
０
１
１
年
か
ら
現
在
ま
で
復

興
大
臣
は
１７
人
に
な
り
ま
し

た
。
〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〟
の
よ

う
に
〝
復
興
〟
と
い
う
言
葉
は

薄
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

三
陸
に
は
何
度
も
繰
り
返
し
津

波
が
来
襲
し
て
い
ま
す
。
明
治

三
陸
地
震
津
波
（
１
８
９
６
）
、

昭
和
三
陸
地
震
津
波
（
１
９
３

３
）
、
チ
リ
地
震
津
波
（
１
９

６
０
）
、
十
勝
沖
地
震
津
波
（
１

９
６
８
）
、
そ
し
て
東
日
本
大
震

災
津
波
（
２
０
１
１
）
。
約
１

０
０
年
間
で
４
～
５
回
、
人
生

１
０
０
年
な
ら
２
～
３
回
津
波

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法

の
理
念
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

す
。
❶
単
な
る
復
旧
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
２１
世
紀
半
ば
に
お
け

る
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指

し
た
〝
復
興
〟
を
行
う
こ
と
、

❷
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し

て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
連

携
す
る
こ
と
、❸
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
…
云
々
で
取
り
組
む

こ
と
、
❹
次
に
掲
げ
る
施
策
が

推
進
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（
①
将

来
に
わ
た
っ
て
…
、
②
被
災
地

に
お
け
る
…
、
③
地
域
の
特
色

あ
る
文
化
を
…
云
々
、
④
原
子

力
発
電
施
設
の
事
故
に
よ
る
災

害
…
云
々
で
前
項
が
行
わ
れ
る

べ
き
こ
と
）
、
❺
以
上
の
法
律

か
ら
〈
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
〉

を
目
指
し
て
〝
復
興
〟
す
る
こ

と
―
と
あ
り
ま
す
。
残
り
６
年

こ
と
ば
を
失
う

「
大
槌
新
聞
」か
ら
見
る

本
物
の「
こ
と
ば
」

〈
人
間
中
心
〉の
都
市
づ
く
り

を

忘れない

　東日本大震災から14年。復興庁の廃止まであと数年となったこの国から、“復興”という「ことば」

は薄れていないだろうか。医療者として、これからの世代へと伝えていくべき「ことば」とは何か？

　岩手県 ぽっぽ歯科クリニック院長の東山 敬貴氏にご寄稿いただいた。

で
す
。
そ
し
て
、
❶
、
❷
、
❸

は
（
連
携
す
る
こ
と
、
取
り
組

む
こ
と
）
❹
、
❺
で
は
（
行
わ

れ
る
べ
き
こ
と
）
と
い
う
文
末

で
す
。
〝
復
興
〟
と
い
う
ト
ロ

イ
の
木
馬
に
乗
せ
ら
れ
た
私
達

は
、
復
興
税
を
２５
年
間
（
２
０

３
７
年
１２
月
末
ま
で
）
、
所
得

税
×
２
・
１
％
分
を
納
め
ま
す
。

　

岩
手
県
出
身
の
斎
藤
環
（
医

師
）
に
よ
る
と
…
〈
大
き
な
喪

失
を
経
験
し
た
時
、
私
達
は
文

字
通
り
『
言
葉
を
失
い
』
ま
す
。

私
達
の
日
常
も
、
私
達
の
喪
失

も
全
て
「
こ
と
ば
」
が
支
え
て

い
ま
す
。
私
達
は
「
こ
と
ば
」

と
と
も
に
生
き
延
び
る
。
「
こ

と
ば
」
が
私
達
を
励
ま
し
、
私

達
を
語
ら
せ
、
様
々
な
（
活
動
）

に
、
（
出
来
事
）
へ
と
向
か
わ

せ
る
。
私
達
は
「
こ
と
ば
」
を

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
〉〈
死
者
た
ち
の
無
念
を
思

い
続
け
語
り
続
け
る
た
め
に
、

私
達
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

達
は
死
者
の
口
を
借
り
て
語
っ

て
い
る
の
で
す
。〉

　

震
災
の
中
で
、
最
悪
の
死
者

数
を
出
し
た
の
は
関
東
大
震
災

（
１
９
２
３
年
９
月
１
日
）
で

す
。
岩
手
県
出
身
の
後
藤
新
平

（
医
師
）
は
、
外
務
大
臣
に
な

る
は
ず
が
、
そ
れ
を
振
っ
て
内

務
大
臣
と
な
り
〝
復
興
〟
の
役

を
担
い
ま
し
た
。
帝
都
復
興
院

が
設
立
さ
れ
、
帝
都
復
興
計
画

を
構
想
し
、
現
在
の
東
京
の
骨

格
を
作
り
ま
し
た
。
第
一
に
考

え
ら
れ
た
の
は
〈
市
民
の
安

全
〉
で
し
た
。
後
藤
新
平
の
都

市
づ
く
り
の
構
想
は
〈
人
間
中

心
〉
、
お
よ
そ
「
構
想
は
『
生
物
学

の
法
則
』
に
準
拠
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

私
が
み
つ
け
た
の
は
『
生
き

物
か
ら
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
～
バ

イ
オ
メ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
都
市

の
生
活
習
慣
病
対
策
～
』
谷
口

守
著
で
し
た
。
都
市
の
様
々
な

問
題
を
生
活
習
慣
病
の
ア
ナ
ロ

ジ
ー
で
見
立
て
、
災
害
は
、
細

胞
の
壊
死
で
あ
る
「
ネ
ク
ロ
ー

シ
ス
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
解
い

て
い
き
ま
す
。
都
市
圏
の
膨
張

は
メ
タ
ボ
化
・
郊
外
化
と
渋
滞

は
高
血
圧
・
タ
ワ
ー
型
マ
ン
シ

ョ
ン
は
ガ
ン
化
・
シ
ャ
ッ
タ
ー

街
は
老
化
・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
外
出
し
な
い
層
が
増
え

る
こ
と
は
糖
尿
病
の
ア
ナ
ロ
ジ

ー
と
な
り
ま
す
。

　

本
書
の
図
４
．
１１
（
５７
頁
）

に
は
東
日
本
大
震
災
時
の
交
通

の
確
保
と
し
て
『
く
し
の
歯
作

戦
』
を
行
い
、
三
陸
沿
岸
被
災

地
と
内
陸
を
結
ぶ
道
路
が
極
め

て
迅
速
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
神
経

系
が
保
持
さ
れ
た
と
表
現
し
て

い
ま
す
。（
循
環
器
系
も
と
思
う

の
だ
が
）
都
市
が
災
害
に
遭
う

と
３
・
１１
の
比
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
現
在
の
都
市
が
健
康

体
で
は
な
い
か
ら
だ
、
と
著
者

は
『
都
市
の
健
康
ド
ッ
ク
』
の

必
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
最

後
の
章
で
は
、
生
き
物
の
進
化

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
〝
進
化
的

で
安
定
的
な
戦
略
〟
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
視
座
か
ら
は
、
の

ん
び
り
し
た
田
舎
町
が
、
生
き

残
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
暗

示
し
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
・
宮
城
県
で
は
津
波

で
直
接
人
や
住
居
が
さ
ら
わ
れ

た
り
、
瓦
礫
に
火
災
が
起
き
た

り
し
て
、
死
亡
行
方
不
明
者
が

た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。
福
島
県

で
は
「
災
害
関
連
死
」が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
漁
港

の
数
の
違
い
で
も
あ
り
ま
す
。

岩
手
・
宮
城
両
県
に
対
し
て
福

島
県
の
漁
港
は
約
１０
分
の
１
。

福
島
県
で
は
、
天
災

＞

人
災
の

視
点
が
必
要
で
、
フ
ク
イ
チ
の

爆
発
に
よ
り
、
病
院
や
介
護
施

設
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
人
の
多

く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
人

災
は
容
易
に
回
復
し
ま
せ
ん
。

　

「
こ
と
ば
」
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
本
は
『
わ
た
し
は
「
ひ
と

り
新
聞
社
」
』
菊
池
由
貴
子
著

で
す
。
彼
女
は
岩
手
大
学
農
学

部
獣
医
学
科
を
潰
瘍
性
大
腸
炎

の
た
め
に
中
退
せ
ざ
る
を
得
な

い
形
で
故
郷
の
岩
手
県
大
槌
町

に
戻
り
ま
す
。
震
災
を
機
に
町

と
彼
女
自
身
の
再
生
へ
の
道
の

り
、
〝
復
興
〟
の
光
と
陰
、
真

の
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
を
鮮
や
か
に
あ
ぶ

り
だ
し
た
自
叙
伝
で
す
。
故
郷

の
大
槌
町
で
１０
年
間
小
さ
く
て

大
き
い
「
大
槌
新
聞
」
を
発
行

し
ま
し
た
。
知
る
と
い
う
こ
と

知
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
、
生
き

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
伝
え

続
け
た
本
物
の
確
か
な
「
こ
と

ば
」
で
す
。
お
前
は
そ
こ
に
座

っ
て
い
る
だ
け
な
の
か
と
…
。

　

問
い
か
け
は
、
必
ず
「
あ
な

た
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
」
と

い
う
問
い
を
含
み
ま
す
。
そ
の

問
い
に
、
答
え
る
こ
と
は
今
ま

で
の
自
分
を
超
え
て
い
く
こ
と

で
す
。
応
え
て
く
れ
ま
す
か
。

大
槌
で
は
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
花
が

再
び
咲
き
ま
し
た
（
敬
称
は
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）。

岩手県 ぽっぽ歯科クリニック院長

東山　敬貴

　24年度補正予算で措置された「医療施設等経営強化緊急支援事業」が25年度に繰越予定となって

いる。このうち、賃上げ等のための生産性向上の取組を支援する「生産性向上・職場環境整備等支

援事業」について、神奈川県は具体的な手続き方法などを調整中だ。県への申請手続きは25年4月以

降の予定だが、対象は25年3月31日までに厚生局へ「ベースアップ評価料」の届出手続きを行ってい

る医療機関に限定されるためご留意いただきたい。

病院、有床診療所※

（※許可病床数4床以下の有床診は1施設×18万円）
許可病床数×4万円

無床診療所 1施設×18万円

訪問看護ステーション 1施設×18万円

支給額（4月以降、県に要申請／具体的な手続き方法は調整中）

ICT機器等の導入による業務効率化
タブレット端末、離床センサー、インカム、WEB会議設備、床ふきロボット、
監視カメラ等の業務効率化に資する設備の導入

タスクシフト／シェアによる
業務効率化

医師事務作業補助者、看護補助者等の職員の新たな配置によるタスクシフ
ト／シェア

給付金を活用した更なる賃上げ 処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善

対象経費（詳細確認中）

詳しくは神奈川県ホー
ムページ（右QRコード）
をご覧ください。

注： 支出時期は2024年4月1日～2026年3月31日。上記の業務の効率化や職員の処遇改善を図る場合(いずれか(複数可))に、所要
の経費に相当する給付金を支給。
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医DX、在DX、電子処方箋未導入は再届出不要

※ 2月28日付疑義解釈では新たな様式による届出直し提出期限は4月1日とされてい

たが、3月7日付事務連絡では4月4日とされているので、下表の疑義解釈の文面表

記についても4月4日としている。

　電子処方箋管理サービスへの登録等については、「電子処方箋管理サービスの運用

について」（令和4年10月28日付け薬生発1028第1号医政発1028第1号保発1028第1号

厚生労働省医薬・生活衛生局長・医政局長・保険局長通知。）を参照すること。ただ

2

電子処方箋を発行する

体制又は調剤情報を電

子処方箋管理サービス

に登録する体制とは具

体的にどのような体制

を指すか。

院外処方を行う場合には、原則として、電子処方箋

を発行し、又は引換番号が印字された紙の処方箋を

発行し処方情報の登録を行っていることを指 し、

院内処方を行う場合には、原則として、医療機関内

で調剤した薬剤の情報を電子処方箋管理サービス

に登録を行っていることを指す。

3

保険医療機関は、自らの

「前年（令和6年1月1日か

ら同年12月31日まで）の

延外来患者数のうち6歳未

満の患者の割合」をどの

ように把握すればよいか。

前年（令和6年1月1日から同年12月31日まで）において、

小児科外来診療料、小児かかりつけ診療料、初診料にお

ける乳幼児加算、再診料における乳幼児加算、外来診療

料における乳幼児加算または在宅患者訪問診療料（Ⅰ）

（Ⅱ）における乳幼児加算のいずれかを算定した延外来患

者数を、前年の延外来患者数で除して算出した割合とする。

4

保険医療機関の責めによらな

い理由により、マイナ保険証

利用率が低下することも考え

られ、その場合に医療DX推

進体制整備加算が算定できな

くなるのか。

その時点で算出されている過去3か月間で最も高い

「レセプト件数ベースマイナ保険証利用率」率を用い

て算定が可能である。なお、これに伴い、「医療情報

取得加算及び医療DX推進体制整備加算の取扱いに関

する疑義解釈資料の送付について（その1）」（令和6

年9月3日事務連絡）別添2の問3は廃止する。

5

当該加算の施設基準通知におい

て、「医療DX推進体制整備加算を

算定する月の3月前のレセプト件

数ベースマイナ保険証利用率に代

えて、その前月又は前々月のレセ

プト件数ベースマイナ保険証利用

率を用いることができる。」とあ

るが、具体的にはどのように用い

ることができるのか。

例えば令和7年4月分の当該加算算定におけるマ

イナ保険証利用率については、同年1月のレセプ

ト件数ベースマイナ保険証利用率が適用される

が、令和6年11月あるいは12月のレセプト件数ベ

ースマイナ保険証利用率を用いることが出来る。

なお、これに伴い、「医療情報取得加算及び医療

DX推進体制整備加算の取扱いに関する疑義解釈

資料の送付について（その1）」（令和6年9月3日 

事務連絡）別添2の問5は廃止する。

6

令和7年3月31日時点で既に在宅医療DX情

報活用加算の施設基準を届け出ている保険

医療機関は、同年4月1日からの在宅医療

DX情報活用加 算の評価の見直しに伴い、

施設基準の届出を改めて行う必要があるか。

同年4月1日以降に在宅医療DX情報活用

加算2を算定する場合には届出直しは不

要であるが、同加算1を算定する場合に

は同年4月4日までに新たな様式で届出

直しが必要である。

【在宅医療DX情報活用加算（在DX）】

　なお、令和7年3月31日時点で既に医療DX推進体制整備加算の施設基準を届け出

ている保険医療機関は、マイナ保険証利用率の実績が、加算1～6のいずれの基準に

も満たない場合であっても、届出直しは不要である。ただし、この場合は当該加算

を算定することはできない。

　これに伴い、「医療情報取得加算及び医療DX推進体制整備加算の取扱いに関する

疑義解釈資料の送付について（その1）」（令和6年9月3日事務連絡）別添2の問1及び

「医療情報取得加算及び医療DX推進体制整備加算の取扱いに関する疑義解釈資料の

送付について（その2）」（令和6年9月27日事務連絡）別添2の問1は廃止する。

1

令 和7年3月31日

時点で既に医療

DX推進体制整備

加算の施設基準

を届け出ている

保険医療機関は、

同年4月1日から

の医療DX推進体

制整備加算の評

価の見直しに伴

い、施設基準の届

出を改めて行う

必要があるか。

＜電子処方箋を導入し、加算1~3を算定する場合＞

同年4月4日までに新たな様式による届出直しが必要である。 

＜電子処方箋未導入で、加算4~6を算定する場合＞

届出直しは不要である。 

＜施設基準通知の第1の9の3（3）及び6（3）について＞

小児科外来診療料を算定している医療機関であって、かつ

前年（令和6年1月1日から同年12月31日まで）の延外来患

者数のうち6歳未満の患者の割合が3割以上の医療機関が、

加算3及び加算6を算定するに当たっては、令和7年4月1日

から同年9月30日までの間に限り、マイナ保険証利用率実

績の要件を「15％以上」ではなく、「12％以上」とするこ

とが可能であるが、この場合は同年4月4日までに新たな様

式による施設基準の届出が必要である。

【医療DX推進体制整備加算（医DX）】

　3月4日、高額療養費の負担限度額引き上げを含む、2025年度の政府予算

案が自民、公明、日本維新の会の賛成で衆議院を通過しました。われわれは、

当事者である患者団体の切実な声に背を向け、生活実態や受診控えの影響

を顧みない政府の強硬な姿勢に抗議し、高額療養費制度限度額引き上げの

撤回を求めます。

　高額療養費制度の「見直し」を巡っては、患者団体、医療関係者から引

き上げの全面凍結・白紙撤回を求める声が広がる中、「多数回該当」※1のみ

限度額を据え置くとの「修正案」が示されました。その後も反対の世論が

渦巻き、一時は「見直しを凍結する」との報道があったものの、多数回該

当以外は8月から当初案通り引き上げとされました。多数回該当の対象者は

利用者全体の2割（155万人）に過ぎず、残り8割（640万人）には大幅な負

担増となります。

　全国保険医団体連合会が子どもを持つがん患者を対象に実施した調査に

よると、治療費と子育ての費用で家計は厳しく、これ以上医療費負担が上

がれば、多数回該当「あり」、「なし」ともに4割が「治療を中断する」、6割

が「治療回数減を考える」と答えています。休薬や、治療方針・治療薬の

変更などにより多数回該当に当てはまらないケースもあります。制度の見

直しは、寛解と増悪に揺らぎ闘病を続ける患者から命綱を取り上げ、治療

の断念を迫るものです。実際、限度額引き上げによる受診抑制で1,950 億

円の医療費削減効果を見込むなど、命を蔑ろにする政府の姿勢も露わにな

っています※2。 

　医療へのアクセス権は、憲法13条（個人の尊厳）、同14条（平等原則）、

同25条（生存権）を根拠条文とし基本的人権として保障されるべきもので

あり※3、それを阻害する今回の見直しは、患者の人権を脅かす行為と言わ

ざるを得ません。われわれは医療者として、患者の深刻な治療中断・受診

控えを引き起こす、高額療養費制度上限額引き上げの撤回を、強く求めます。

2025年3月6日

　 ※1: 直近12カ月で3回以上限度額に達した場合、4回目から上限額が引き下げとなる仕組み。

　 ※2:修正案での見込み額。2月21日衆議院予算委員会・厚労大臣答弁による。

　 ※3: 日本弁護士連合会第65回人権擁護シンポジウム「人権としての医療へのアクセス

の保障」基調報告より

患者の命綱を奪う

『高額療養費制度上限額引き上げ』は撤回を
　　　　神奈川県保険医協会（談話）

 理事長　　　田辺　由紀夫
 医療運動部会長　二村　哲

し、当該加算を算定するに当たっては、電子処方箋システムにおける医薬品のマスタの設定

等が適切に行われているか等安全に運用できる状態であるかについて、厚生労働省が示すチ

ェックリストを用いた点検が完了する必要がある。なお、点検が完了した保険医療機関は、医

療機関等向け総合ポータルサイトにおいて示される方法により、その旨を報告すること。※

※ … （参考1）電子処方箋について（厚生労働省） 

　　  （参考2）電子処方箋管理サービスについて（医療機関等向け総合ポータルサイト） 

　厚労省が2月28日付で、医療DX推進体制整備加算（医DX）及び在宅医療DX情報活用加算（在DX）の4月1日の改正（マイナ保険証利用率実績要件変更・電

子処方箋要件見直し）に関する疑義解釈（その1）および、3月7日付で経過措置を設けた施設基準の取り扱いについての事務連絡を発出した。なお、今年3月
31日時点で医DX既届出医療機関が4月1日以降に医DX1～3（電子処方箋発行体制有り）を算定する場合や在DX既届出医療機関が4月1日以降に在DX1（電子処
方箋発行体制有り）を算定する場合には、4月4日までに新たな様式による届出直しが必要となるのでご注意いただきたい。同内容は神奈川県保険医協会ホー

ムページにも掲載予定。ご不明点は、神奈川県保険医協会 保険診療対策部・歯科保険診療対策部までお問合せいただきたい（ ℡ 045-313-2111）。
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〈表1〉週所定労働日数が5日以上又は週所定労働日数が30時間以上の職員

継続勤務
年数

6カ月
1年
6カ月

2年
6カ月

3年
6カ月

4年
6カ月

5年
6カ月

6年6カ
月以上

付与日数 10日 11日 12日 14日 16日 18日 20日

いま一度確認しよう

　当会に多く寄せられる労務相談の大半は年次有給休暇（以下、「有給休暇」）に関してです。有給休暇とは、従業員に休日とは別にある程度まとまった期間の休

暇を与え、その間の賃金を払うことで安心して心身の疲労を回復させ、労働力の維持培養が図られるよう法律（労働基準法第39条）が保障した法定休暇です。

　当院は勤務医1名とパート3名です。就業規則を作成　当院は勤務医1名とパート3名です。就業規則を作成

していないから有給休暇についての記載もないし、与していないから有給休暇についての記載もないし、与

えなくても大丈夫ですよね?えなくても大丈夫ですよね?

　パート1名は週1日3時間勤務です。勤務日数も少な　パート1名は週1日3時間勤務です。勤務日数も少な

く、労働時間も短いですが…。く、労働時間も短いですが…。

　有給休暇は法律で決まっているので、就業規則がなくて　有給休暇は法律で決まっているので、就業規則がなくて

も（記載していなくても）、一定の要件を満たしていればも（記載していなくても）、一定の要件を満たしていれば※1※1

有給休暇を与える必要があります。有給休暇を与える必要があります。

　正職員・パートなどの区別なく、要件　正職員・パートなどの区別なく、要件※1※1を満たしていれを満たしていれ

ば有給休暇を与えなければなりません。有給休暇の日数にば有給休暇を与えなければなりません。有給休暇の日数に

ついてはついては下表下表を参照して下さい。を参照して下さい。

　週1日・3時間勤務の場合、勤続年数が6カ月を過ぎて全労　週1日・3時間勤務の場合、勤続年数が6カ月を過ぎて全労

働日の8割以上勤務していれば、有給休暇は1日発生します。働日の8割以上勤務していれば、有給休暇は1日発生します。

　なお　なお、、日数の計算においては労働時間数に関わらず日数の計算においては労働時間数に関わらず、極端、極端

に言えば1分でも働いていれば1日の労働とカウントします。に言えば1分でも働いていれば1日の労働とカウントします。

　週により勤務日数が変わるパートにはどのように与　週により勤務日数が変わるパートにはどのように与

えればいいですか?えればいいですか?

　週4～5日勤務（3時間/日×週4日、隔週で土曜日　週4～5日勤務（3時間/日×週4日、隔週で土曜日

勤務）です。週の労働時間は30時間未満ですが、所勤務）です。週の労働時間は30時間未満ですが、所

定労働日は4定労働日は4～～4.5日になります。4.5日になります。

　週の所定労働時間が一定でない場合は、1年間の労働日　週の所定労働時間が一定でない場合は、1年間の労働日

数で計算します。数で計算します。

　入職6カ月で1年間の労働日数が分からない場合は、ま　入職6カ月で1年間の労働日数が分からない場合は、ま

ずは直近6カ月の労働日数を計算し、それを2倍して1年のずは直近6カ月の労働日数を計算し、それを2倍して1年の

所定労働日数を計算してみてください。所定労働日数を計算してみてください。

　今回のケースでは、1年間の所定日数が216日以下なら　今回のケースでは、1年間の所定日数が216日以下なら

ば週労働日数を4日、216日を超えるなら週労働日数を5日ば週労働日数を4日、216日を超えるなら週労働日数を5日

として有給休暇の日数を計算してください。として有給休暇の日数を計算してください。

　有給休暇について、今回初めて知りました。今まで　有給休暇について、今回初めて知りました。今まで

従業員に有給休暇について伝えてきませんでしたが、従業員に有給休暇について伝えてきませんでしたが、

今後はどのように対応すればいいですか今後はどのように対応すればいいですか。。

〈表2〉週所定労働日数が4日以下又は週所定労働日数が30時間未満の職員

週所定
労働日数

1年間の
所定労働日数※

勤続年数

6カ月
1年
6カ月

2年
6カ月

3年
6カ月

4年
6カ月

5年
6カ月

6年6カ
月以上

4日 169～216日 7日 8日 9日 10日 12日 13日 15日

3日 121～168日 5日 6日 6日 8日 9日 10日 11日

2日 73～120日 3日 4日 4日 5日 6日 6日 ７日

1日 48～72日 1日 2日 2日 2日 3日 3日 3日

　本来、有給休暇を含む休暇は、労働契約締結時に書面で　本来、有給休暇を含む休暇は、労働契約締結時に書面で

明示する労働条件の事項になります。有給休暇は、要件を明示する労働条件の事項になります。有給休暇は、要件を

満たせば発生するものなので、今後は従業員に付与日数や満たせば発生するものなので、今後は従業員に付与日数や

残日数などをきちんと伝えましょう。残日数などをきちんと伝えましょう。

　また、従業員から有給取得の請求があったにもかかわら　また、従業員から有給取得の請求があったにもかかわら

ず、断った場合は違法になりますので、ご注意ください。ず、断った場合は違法になりますので、ご注意ください。

　有給休暇に関しては管理簿を作成し、従業員ごとに残日　有給休暇に関しては管理簿を作成し、従業員ごとに残日

数を管理する必要があります（3年間保存の義務）。具体的数を管理する必要があります（3年間保存の義務）。具体的

な方法については社労士や当会までご相談ください。な方法については社労士や当会までご相談ください。

年次有給休暇（第1回 要件と付与日数）

 ＜神奈川県保険医協会 税対経営部

ドクタードクター

ドクタードクター

社会保険労務士社会保険労務士

　県央支部は2月12日、「保険証新規発行停止後 マイナ

保険証をめぐる最新の情勢」と題して支部研究会を開

催。講師は協会事務局次長の知念哲氏が務め、14名が

参加した。

　氏はマイナ保険証の利用法のほか、オンライン資格

確認等マイナ保険証の利用により算定できる点数など

幅広く情報提供。このうち医療DX推進体制整備加算の

施設基準の要件に含まれる電子処方箋は、導入費用以

外にランニングコストがかかるとした。また、10月か

らは電子カルテ共有サービスの導入も要件となるため、

厚労省が推進する医療DXは医療機関へ過重な負担を強

いると指弾した。

　続けて氏は、立憲民主党が提出した「保険証復活法案」

にも言及し、法案には賛否があるものの、患者が安心

して医療を受けられる権利を守るためには「保険証の

新規発行停止を撤回すべき」と強調。保険証の復活を7

月の参院選の争点に押し上げる必要があると結んだ。

県央支部研究会県央支部研究会

保険証復活 参院選の争点へ保険証復活 参院選の争点へ

ドクタードクター

ドクタードクター

「新聞投稿」募集中！
会員からの投稿を募集しています！

文字数は800字程度。

詳細は新聞部まで（ ℡ 045‐313‐2111）。

メールアドレス:kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

映画紹介 書評 保険証廃止
反対の声 その他随筆

社会保険労務士社会保険労務士

社会保険労務士社会保険労務士

社会保険労務士社会保険労務士

※1） 一定の要件とは…雇入れ日から6カ月継続勤務+全労働日の8割以上出勤※1） 一定の要件とは…雇入れ日から6カ月継続勤務+全労働日の8割以上出勤
（全労働日とは従業員と医院間で契約している労働日であり、（全労働日とは従業員と医院間で契約している労働日であり、診療日で診療日で
はありませんはありません））

全国保険医団体連合会『特集／経営対策シリーズ2022医院経営と雇用管理（P.53）』より

※週以外の期間によって所定労働日数が定められている場合
※太線で囲った部分に該当する労働者は「年5日の有給休暇の確実な取得」の対象となります。
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研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
医
籍
登
録
番
号
、②（
医
師
会
会
員
の
場
合
は
）所
属

郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
２
月
よ
り
変
更
）。未
入
力
・
入

力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な
お
、会

場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

4月7日(月)午後7時30分～ 4月4日(金)午後7時30分～

医

療

政

策

研

究

室

政

策

講

演

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
こ
こ
を
変
え
た
い

日
本
の
医
療
」

講
　
師
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員

田
辺　

功
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
医
療
政
策
研
究
室

新

聞

部

学

習

会

　

社
会
全
体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が
高
ま
る
中
、
日
常
生

活
、
職
場
や
家
庭
、
学
校
や
地
域
活
動
の
中
で
、
表
現
や

組
織
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

社
会
全
体
に
は
男
性
中
心
の
文
化
や
世
界
観
が
脈
々
と
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
表
現
だ
け
変
え
て
い
て
も
真
の
変

革
に
な
り
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
ひ
も
解
き
な
が

ら
、
言
葉
の
背
景
に
あ
る
構
造
的
・
組
織
的
問
題
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を

き
っ
か
け
に
組
織
を
変
え
る

　
　
―
言
葉
を
生
む
背
景
を
考
え
る
―
」

講
　
師
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
元
新
聞
労
連
委
員
長

吉
永　

磨
美
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
新
聞
部

3月27日(木)午後7時30分～ 3月21日(金)午後7時30分～

第
６３２

回

月

例

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
在
宅
診
療
の
視
点
か
ら

み
た
高
齢
者
の
皮
膚
疾
患
」

講
　
師
　
浅
井
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

浅
井　

俊
弥
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
２６
（
発
疹
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

医

療

問

題

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
災
害
と
Ｄ
Ｘ

　
　
　
　
　
―
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る

災
害
時
医
療
の
実
態
―
」

講
　
師
　
小
松
市
医
師
会

会
長

　
　
　
　
医
療
法
人
社
団
惠
仁
会

惠
仁
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

村
井　

裕
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部

4月3日(木)午後7時～ 3月30日(日)午前11時～午後2時55分（予定）

歯

科

臨

床

研

究

会

　

子
ど
も
の
口
腔
機
能
発
達
を
診
る
に
あ
た
り
、
形
態
、

機
能
、
心
理
の
３
つ
の
側
面
か
ら
考
え
、令
和
６
年
の
『
口

腔
機
能
発
達
不
全
症
の
基
本
的
考
え
方
』
の
変
更
事
項
も

含
め
て
、
臨
床
的
な
対
応
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
て
解
説

い
た
し
ま
す
。
本
疾
患
に
気
付
く
機
会
は
、
診
察
だ
け
で

な
く
、
乳
幼
児
歯
科
健
康
診
査
や
学
校
歯
科
健
康
診
断
も

重
要
で
す
。
今
年
初
め
に
歯
科
の
参
画
が
決
ま
り
ま
し
た

５
歳
児
健
康
診
査
に
つ
い
て
も
触
れ
、
多
く
の
方
に
子
ど

も
の
口
腔
機
能
の
育
成
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
小
児
の
口
腔
機
能
管
理

　
　

―
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
の

対
応
―
」

講
　
師
　
千
葉
歯
科
医
院

　
　
　
　
院
長

浜
野　

美
幸
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

小
机
城
跡
ハ
イ
キ
ン
グ

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
「
小
机
駅
」改
札
出
口

　
　
　

（
正
面
の
「
小
机
城
址
ま
で
の
ご
案
内
」
ポ
ス
タ
ー
前
）

解
散
場
所

新
横
浜
駅
前
公
園

参
加
費
　
無
料
（
懇
親
会
費
は
除
く
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
２０
名

行
　
程
　
Ｊ
Ｒ
小
机
駅
～
横
浜
市
城
郷
小
机
地
区
セ
ン
タ

ー
（
名
城
ス
タ
ン
プ
）
～
雲
松
院
～
白
山
稲
荷

神
社
～
聖
徳
太
子
堂
～
金
剛
寺
～
小
机
城
（
昼

食
・
ト
イ
レ
休
憩
）
～
鶴
見
川
流
域
セ
ン
タ
ー

水
族
館
（
ト
イ
レ
休
憩
あ
り
）
～
新
横
浜
公
園

～
新
横
浜
駅
前
公
園
（
解
散
）
～
懇
親
会
（
希

望
者
の
み
）

※
昼
食
や
飲
料
は
、
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
等
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止
で
す
。
中
止
の
場
合
は
、３
月
２８
日（
金
）に
、

個
別
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
（
お
申
込
み
の
際
、

携
帯
電
話
等
の
ご
連
絡
先
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
）。

※
滑
り
や
す
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

4月1日(火)午後7時30分～ 3月27日(木)午後2時～

地

域

医

療

学

習

会

　

本
学
習
会
で
は
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
、
医
療
従
事
者

の
皆
様
が
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
実
際
に
虐
待
が
疑
わ

れ
る
事
例
に
遭
遇
し
た
場
合
に
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
虐
待
の

判
断
、
緊
急
性
の
判
断
、
通
報
後
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
そ
の
後
、
臨
床
現
場
で
見
ら
れ
る
代
表
的
な
虐

待
事
例
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
を
示
す
と
と
も
に
、
予
防
や
悪
化
防
止
の
観
点
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
在
宅
に
お
け
る

高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
」

講
　
師
　
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部

　
　
　
　
教
授

湯
原　

悦
子
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
４
（
医
師
―
患
者
関
係
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」１
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

※
講
師
は
来
場
し
ま
せ
ん
。

お
申
込
み
　
地
域
医
療
対
策
部

第
３９
回
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会

　

出
産
年
齢
が
高
齢
化
す
る
に
伴
い
、
か
つ
て
の
妊
娠
中

毒
症
は
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
に
な
り
、
高
血
圧
を
主
体
と

し
た
も
の
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
多
臓
器
障
害
の
概

念
を
取
り
入
れ
た
疾
患
概
念
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
腎
臓

学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、
腎
疾
患
を
理
由
と
し
た
妊

娠
禁
忌
が
な
く
な
り
、
実
臨
床
に
即
し
た
分
類
と
な
り
ま

し
た
。
本
講
演
で
は
、
『
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
の
診
療
指

針
２
０
２
１
』
を
腎
臓
内
科
医
の
視
点
か
ら
解
説
い
た
し

ま
す
。
講
演
終
了
後
は
３０
分
か
ら
１
時
間
程
度
、
講
演
内

容
の
他
、
内
科
関
係
の
ご
質
問
や
ご
相
談
を
広
く
募
り
、

橋
本
先
生
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
妊
娠
時
の
高
血
圧
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
附
属
病
院

内
科
・
腎
臓
内
科

教
授

橋
本　

達
夫
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

3月18日　
～3月27日

３
月
１８
日
（
火
）

横
須
賀
支
部
会
幹
事
会
１９
時

３０
分
、
同
支
部
研
究
会
２０
時
。

３
月
１９
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
医
療

運
動
部
会
１９
時
３０
分
。

３
月
２１
日
（
金
）

医
療
問
題
研
究
会
１９
時
３０

分
。
湘
南
支
部
幹
事
会
１９
時

３０
分
。

３
月
２５
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

３
月
２６
日
（
水
）

文
化
部
会
１９
時
３０
分
。
税
対

経
営
部
会
２０
時
。

３
月
２７
日
（
木
）

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会
１４
時
。
歯

科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。
月
例
研
究
会
１９
時
３０

分
。
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